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ヘッドライン　インパクトのある演示実験 Part 2
　生徒実験では難しいが，演示実験であれば授業で実施可能な実験がある。第 68 巻（2020
年）第 6号に引き続き，授業の中で使える，学習効果が期待でき，生徒にインパクトを与え
記憶に残る実験を紹介する。インパクトがあるだけに，実験上の注意，見せ方，安全対策に
ついても紹介したい。
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次号ヘッドライン 生分解性プラスチックの新しい展開

　分子科学研究所は，設立以来 50 年近くにわたり，我が国の研究の中核拠点とし
て，実験研究と理論研究の両面から国内外の分子科学分野を主体的に先導する研究
を進めるとともに，関連研究分野の研究を支援しています。また，共同利用研究所
として，関連研究者への研究施設・機器の提供および共同研究の場，国際学術交流
の場を提供すること，さらには，総合研究大学院大学などを通じた大学院教育へ寄
与することを使命としています。
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